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ヒアルロ ン酸 は D -グルクロン 酸と N -ア セチルグ ルコ サミン の 2 糖 の繰り 返

し構造か らな るグル コサミ ノグリ カン であり、 その 分子量 は 1 0 0 万を超 える 。

ヒアルロ ン酸 は分子 量に依 存して 水分 保持能力 と粘 度が高 くなる ことが 知ら れ

ており、 生体 内にお いて は 細胞外 マト リックス 構成 成分と して全 身に分 布し 、

特に皮膚 の結 合組織 、関節 液、眼 の硝 子体液に 高濃 度に存 在する 。ヒア ルロ ン

酸の生理 学的 機能と して水 分保持 によ る細胞維 持や 栄養成 分の移 行など が あ り、

また C D 4 4 や t o l l - l i k e  r e c e p t o r s な どの 受容体を 介し た抗炎 症作用 や骨形 成促 進

作用など の報 告がさ れてい る。  

これらの 生理 機能に 基づき 、 ヒア ルロ ン酸は医 薬 品 や化粧 品 など に活用 され

ている。 近年 、変形 性関節 症の痛 み の 改善や肌 の保 水力向 上を目 的とし たサ プ

リメント とし て活用 されて おり、 ヒア ルロン酸 の経 口摂取 による 作用の メカ ニ

ズムも明 らか になり つつあ る 。し かし 、 ヒアル ロン 酸の吸 収に関 する報 告は 少

なく、明 確に なって いない 部分が 多く 、ヒアル ロン 酸が消 化管内 でどの よう に

分解され 、ど のよう な形で 腸管か ら吸 収される のか 明確に する必 要があ る。  

そこで、 本研 究では ヒアル ロン酸 の腸 管内での 分解 、吸収 および 体内へ の移

行につい て調 査し た 。また 、 経口 摂取 ヒアルロ ン酸 の紫外 線照射 に よる 皮膚 の

障害への 影響 および 疼痛改 善にお よぼ す影響に つい て調査 し た。  

経口摂取 した ヒアル ロン酸 の消化 ・吸 収に関す る研 究では 、摂取 したヒ ア

ルロン酸 が 大 きい分 子量の 状態で 糞中 に排泄さ れな い こと を動物 実験で 確認

した。ま た、 胃や小 腸では 分解さ れず 、盲腸の 腸内 細菌に よって ヒアル ロン

酸オリゴ 糖 に 分解さ れるこ とを明 らか にした。 さら に、 ラ ットの 大腸 お よび



C a C o - 2 細胞を 使用し た試 験 にお いて ヒ アルロン 酸オ リゴ糖 は大腸 を透過 す

ることを 確認 し た。 動物試 験によ り 経 口摂取後 の腸 内細菌 で分解 された 不飽

和 2 糖お よび 不飽和 4 糖の ヒアル ロン 酸オリゴ 糖が 血液や 皮膚に 移行す るこ

とを明ら かに した。 これら のこと から 、経口摂 取し たヒア ルロン 酸が、 腸内

細菌によ りオ リゴ糖 まで分 解され 、大 腸で吸収 され た後、 ヒアル ロン酸 オリ

ゴ糖とし て全 身に分 布する ことが 示唆 された。  

ヒアルロ ン酸 を経口 摂取す ること によ る紫外線 障害 皮膚へ の影響 を調べ た

研究では 、 3 0 0  k D a およ び 2  k D a のヒア ルロン酸 をヘ アレス マウス に経口 摂

取させる こと により 、 紫外 線障害 皮膚 での皮膚 水分 量の改 善傾向 および シワ

形成抑制 が確 認でき た。 ま た、紫 外線 照射によ る表 皮や真 皮の肥 厚がヒ アル

ロン酸摂 取に より抑 制され ること を明 らかにし た。 さらに 皮膚角 化細胞 を用

いた研究 では 、ヒア ルロン 酸オリ ゴ糖 が紫外線 照射 や活性 酸素に よるダ メー

ジを抑制 する こと、 および 炎症性 サイ トカイン の産 生を抑 えるこ とを確 認し

た。これ らの 結果か ら、経 口摂取 した ヒアルロ ン酸 はヒア ルロン 酸オリ ゴ糖

として皮 膚に 作用し 、紫外 線によ る直 接的なダ メー ジと活 性酸素 や炎症 によ

る間接的 なダ メージ を抑制 するこ とに より紫外 線に よる皮 膚の障 害を抑 制す

る可能性 が示 唆され た。  

経口摂取 ヒア ルロン 酸の疼 痛抑制 効果 に関する 研究 では、 カラギ ーナン に

よる炎症 誘発 モデル ラット に 9 0 0  k D a のヒアル ロン 酸を経 口摂取 させる こと

により、炎 症が 抑制さ れ、痛み 関連物 質 である b r a dy k i n in や p r o s t ag l a nd i n  

E 2 の産生が抑 えられ る こ とを明 らかに した 。また 、血 中の抑 制性 サイト カイ

ンであ る t r a n s f or mi ng  g r o w th  f ac t or - β  ( T G F - β )の濃度が 高ま ること を確認

した。ま た、ヒ ト結腸 癌由来 の H T- 2 9 細胞を用 いた 研究で は、ヒ アルロ ン酸

添加によ り T G F - β の遺伝子 発現 が高ま ることを 確認 した。ヒト骨 髄性白 血病

由来の U 9 3 7 細胞を 用いた 研究で は 、T G F - β が i n t e r l e u k i n - 1 β や t u m o r  n e c r o s i s  

f a c t o r - α などの 炎症 性サイ トカイ ン産生 を抑制す るこ とを明 らかに した。 こ

れらのこ とか ら、経 口摂取 したヒ アル ロン酸は 腸管 上皮細 胞に働 きかけ て抑

制性サイ トカ インの 産生を 促進し 、炎 症を抑制 する ことに より 痛 み関連 物質

の産生を 抑制 するこ とで 疼 痛を改 善す る可能性 が示 唆され た。  

以上の事 から 、経口 摂取ヒ アルロ ン酸 の有用性 と新 たな可 能性を 示すこ と

ができた 。今 後、ヒ アルロ ン酸が サプ リメント とし て広く 活用さ れ、 光 老化

皮膚の改 善や 関節痛 改善 が 期待で きる 機能性素 材と して認 知され る こと を期

待する。  


